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南
方
熊
楠
翁
の
生
誕
百
三
十

年
を
記
念
し
た
第
一
回
南
方
熊

楠
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
(
文
化
庁
、
南

方
熊
楠
記
念
館
、
南
方
熊
楠
邸

保
存
顕
彰
会
主
催
)
が
八
月
二

十
三
、
二
十
四
の
両
日
、
和
歌

山
県
田
辺
市
の
紀
南
文
化
会
館

小
ホ

l
ル
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の

席
上
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
l
を

務
め
た
上
山
春
平
氏
(
京
都
市
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議
嗣惜

立
芸
術
大
学
長
、
南
方
熊
楠
記

念
館
名
誉
館
長
)
は
「
こ
の
ゼ

ミ
ナ
ー
ル
を
南
方
学
会
の
発
足

に
つ
な
げ
た
い
」
と
、
新
学
会

の
設
立
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

同
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
に
は
和
歌
山

県
内
を
は
じ
め
、
大
阪
府
や

兵
庫
県
、
東
京
都
、
神
奈
川

県
な
ど
全
国
各
地
か
ら
約
二

百
五
十
人
が
参
加
、
熊
楠
を

め
ぐ
る
話
題
や
研
究
に
耳
を

傾
け
ま
し
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
は
、
上
山
氏

を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

l

に
、
飯
倉
照
平
・
東
京

都
立
大
学
名
誉
教
授
、

小
野
新
平
・
日
本
私
学

教
育
研
究
所
専
任
研
究

員
、
松
居
竜
五
・
駿
河

台
大
学
助
教
授
の
三
氏

が
、
民
俗
学
や
生
物
学

の
立
場
か
ら
熊
楠
に
つ

い
て
語
り
ま
し
た
。

小
野
氏
は
、
ス
ラ
イ

ド
を
使
い
な
が
ら
、
熊

熱心な議論が行われた第1回南方熊楠ゼミ (8月23日、田辺市の紀南文化会館)

南
方
ゼ
ミ
・
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

偽
縄
問
場

ぬ
概
観J
W

南
方
ゼ
ミ
現
地
見
学

神
島
を
探
る
⑤

後
藤
伸
氏

熊
楠
ゆ
か
り
の
地
④

中
瀬
喜
陽
氏

普
段
着
の
南
方
熊
楠
⑤

お
わ
び
本
号
で
掲
載
を
予
定
し
て
い
ま
し
た
力
l
メ
ン

ブ
ラ
ッ
カ
ー
先
生
の
南
方
賞
受
賞
記
念
講
演
は
、
編
集
部
の
都

合
で
次
号
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。

楠
が
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
に
し
て
い

た
粘
菌
の
生
態
を
分
か
り
ゃ
す

く
説
明
。
平
凡
社
版
「
南
方
熊

楠
全
集
」
の
校
訂
に
携
わ
っ
た

飯
倉
氏
は
、
現
在
行
わ
れ
て
い

る
南
方
邸
の
蔵
書
整
理
な
ど
の

基
礎
調
査
に
よ
り
、
南
方
研
究

が
一
層
進
む
こ
と
を
期
待
。
松

居
氏
は
、
日
本
の
考
古
学
発
展

に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
米

国
の
生
物
学
者
モ

l
ス
の
来
日

が
、
熊
楠
が
渡
米
を
決
意
す
る

き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
述
べ
ま
し
た
。

上
山
氏
は
、
南
方
邸
や
記
念

館
で
保
存
さ
れ
て
い
る
資
料
の

整
理
が
終
わ
っ
た
段
階
で
、
一

般
の
研
究
者
が
活
用
で
き
る
よ

う
に
公
開
す
る
意
向
を
示
す
と

と
も
に
、
「
南
方
学
会
を
設
立

し
、
第
三
回
の
南
方
全
集
を
発

刊
し
た
い
。
今
回
の
ゼ
ミ
を
学

会
設
立
の
口
火
に
し
た
い
」
と

抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

二
十
四
日
は
、
和
歌
山
市
立

博
物
館
学
芸
員
の
武
内
善
信
氏

が
「
南
方
熊
楠
と
宗
教
学
序

説
」
、
和
歌
山
高
専
教
授
の
吉

川
寿
洋
氏
が
「
南
方
熊
楠
と
景

勝
地
破
壊
反
対
運
動
」
、
熊
野

高
校
教
諭
の
土
永
知
子
氏
が

「
熊
楠
の
植
物
標
本
か
ら
見
た

紀
南
の
自
然
」
、
顕
彰
会
常
任

理
事
の
後
藤
伸
氏
が
「
照
葉
樹

林
内
に
お
け
る
南
方
熊
楠
研
究

の
試
み
」
を
テ
l
マ
に
研
究
発

表
し
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
中
瀬
喜
陽
氏

(
顕
彰
会
常
任
理
事
)
、
久
原
惰

司
氏
(
記
念
館
評
議
員
)
の
案

内
で
、
南
方
邸
や
高
山
寺
、
南

方
熊
楠
記
念
館
を
見
学
し
た
。

ま
た
、
二
十
三
日
夜
に
は
懇
親

会
も
あ
り
、
講
師
と
参
加
者
が

交
流
し
ま
し
た
。

顕
彰
会
で
は
、
平
成
十
一
年

四
月
か
ら
九
月
ま
で
聞
か
れ
る

予
定
の
ジ
ャ
パ
ン
エ
キ
ス
ポ

「
南
紀
熊
野
体
験
博
」
に
合
わ

せ
て
、
第
二
回
ゼ
ミ
を
開
催
す

る
こ
と
を
検
討
し
て
い
ま
す
。


